一過性前脳虚血により誘導されるユビキチン化たんぱく質の解析 by 岩渕 雅洋









指導（紹介）教授： 川前 金幸  
              氏 名 ： 岩渕 雅洋 
 
【 要 約 】 

















66 種類のたんぱく質は 10 箇所以上のユビキチン化部位を含むことが明らかと
なった。一過性脳虚血後の Triton不溶性画分のユビキチン化たんぱく質におい
て、272 種類のたんぱく質がコントロール群と比較して５倍以上の増加を示し
ていた。これらのたんぱく質には、虚血後に障害されるたんぱく翻訳やシナプ
ス可塑性、また神経情報伝達関連分子が含まれていた。さらに、ユビキチン化
部位のアミノ酸配列を詳細に検討することにより、一過性脳虚血後のユビキチ
ン化に関わるアミノ酸配列モチーフを同定した。 
 これまで、ユビキチン化たんぱく質の解析は高いバックグラウンドが原因と
なり詳細な解析が妨げられてきたが、本研究ではトリプシン処理と免疫沈降法
を組み合わせた質量分析を用いることにより、一過性脳虚血により誘導される
ユビキチン化たんぱく質の包括的解析に初めて成功した。本研究で同定された
ユビキチン化たんぱく質をさらに詳細に解析することにより、虚血後の神経細
胞障害の原因の解明と有効な治療法の開発が進展すると思われる。 
 
 
